　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆年間計画の作成

　　校長の学校経営方針や学校教育目標などを踏まえ，教育相談部を中心に，教育相談計画を作成する。

　スクールカウンセラーの専門性を生かした研修を教育相談計画に位置付け，全教職員に提示して共通理解を図り，意図的，計画的，継続的に実施できるようにする。

◇研修の計画と実施

　①研修計画の作成

　　・研修の目的を明確にする。

　　　例）「カウンセリング力の向上のため」

「発達障害に関する理解のため」

「事例を基にした具体的な対応方法を学ぶため」

　　・スクールカウンセラーに依頼したいことを明確にする。

　　・教育相談部に所属する教員の研修の役割や当日の進行上の役割を明確にする。

　②研修の事前準備

　　・スクールカウンセラー同席の下，研修内容，進め方等について打合せを行う。

・必要に応じて，担任等からテーマに関わる児童生徒の情報を集めるなどの，資料の準備をする。
　③研修の実施

　　「事例を基にした具体的な対応方法に関する研修例」
　　　　事例の報告（5分）

　　　　事例提供者に対する質疑（10分）

　　　　グループで対応方法を検討（20分）

　　　　参加者全員で対応方法を検討（20分）

　　　　スクールカウンセラーによる助言

　　　　研修のまとめ（１５分）

　④研修の振り返り

　　・研修の目的や内容，進め方等を振り返り，今後の教育相談や研修に生かす。

※場合によっては，スクールカウンセラーのほかに，学校生活支援巡回相談員や関係機関から講師を招き，助言を得ることも必要である。
	◆校長・教頭へ：教育相談計画の原案，内容等について，助言を依頼する。
◆校長・教頭へ：スクールカウンセラーの専門性を生かした研修の必要性を説明する。
◇校長・教頭へ：研修の目的や方法，内容に関する助言を依頼する。
◇教務主任へ：研修の日程や時間の設定等を依頼する。
◇研究主任へ：研修の目的や内容を伝え，事前準備や運営等について相談する。
◇生徒指導主事へ：児童生徒に関する情報提供を依頼する。

◇教頭へ：研修内容によっては，関係機関にも参加いただくことが有効であることから，関係機関の紹介や連絡調整を依頼する。

◇校長・教頭へ：研修時における助言を依頼する。
◇校長・教頭へ：研修終了後，今後の研修の在り方，教育相談の推進等について相談する。




スクールカウンセラーの専門性を生かした研修を企画，実践することにより，教師のスキルアップを図ることができる『教育相談主任』





教育相談主任２





左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





活用できるセンター研修・訪問研修等


【トピック研修】　　・心のケア研修　　


【発表会等】　　　　・スクールカウンセラー連絡協議会








